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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

１
月
19
日
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
第
67
回
Ｊ
Ａ
全
国
女

性
大
会
に
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石

見
銀
山
女
性
部
員
９
名
が
Ｊ

Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
会
場

か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
を

通
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
女

性
部
員
に
よ
る
活
動
体
験
発

表
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
ス

テ
ー
ジ
代
表
理
事
の
桑
山

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

と
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
は
１
月

27
日
か
ら
２
日
間
、
同
地
区

本
部
に
お
い
て「
担
い
手
人

間
ド
ッ
ク
」を
実
施
し
、
農

業
者
と
そ
の
家
族
の
65
名
が

受
診
し
ま
し
た
。

胃胸部検診車

双方向配信用の画像

Web参加の様子

リニューアルされた胸部CT検診車

健診の様子

Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
に
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加

● 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

2
TOPICS

「
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
」実
施

農
業
担
い
手
の
健
康
診
断

1
TOPICS

紀
彦
氏
に
よ
る『
地
球
の
ス

テ
ー
ジ
』と
題
し
た
講
演
会

が
配
信
さ
れ
、
参
加
し
た
女

性
部
員
は「
他
県
の
活
動
発

表
は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

参
考
に
な
り
ま
し
た
」「
桑

山
先
生
の
講
演
は
、
紛
争
、

災
害
、
貧
困
の
地
の
子
ど
も

た
ち
に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
内
容
で
し
た
」と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

集
落
営
農
組
織
や
認
定
農

業
者
な
ど
、
地
域
農
業
の
担

い
手
を
対
象
と
す
る「
担
い

手
人
間
ド
ッ
ク
」は
、
平
成

26
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
厚
生
連
の
大
型

大
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
大
き
く

影
響
し
た
中
で
取
り
組
ん
だ

活
動
内
容
、
自
然
災
害
や
食

料
自
給
率
、
食
品
ロ
ス
等
の

様
々
な
問
題
に
対
し
て『
Ｊ

Ａ
女
性
　
想
い
を
ひ
と
つ
に

か
な
え
よ
う

』を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
Ｊ
Ａ
女
性

組
織
の
次
期
３
カ
年
計
画
を

採
択
し
ま
し
た
。

の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
車
等
の
検

診
車
両
４
台
を
使
用
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

検
査
は
、
特
定
健
診
の
他
、

各
種
が
ん
検
診（
肺
・
胃
・

大
腸
）、
腹
部
エ
コ
ー
検
査

な
ど
様
々
な
項
目
が
セ
ッ
ト

さ
れ
て
お
り
、
時
間
予
約
制

で
待
ち
時
間
が
少
な
い
の
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
等

か
ら
の
助
成
金
も
あ
り
、
受

診
者
か
ら
は
好
評
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
継
続

的
に
農
業
担
い
手
、
女
性
部
、

組
合
員
・
地
域
住
民
向
け
の

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。
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１
月
29
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
道
の
駅

「
ご
い
せ
仁
摩
」の
物
販
コ
ー

ナ
ー
に
、
Ｊ
Ａ
と
地
域
を
中

心
と
し
た
農
家
が
、
農
畜
産

物
・
加
工
品
を
出
荷
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
県
内
で
適
用

さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
等
が
中
止
と
な
る
中
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
の
一
般
向
け
の
販
売
が
午

後
１
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
地

域
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
等
を

目
当
て
に
、
多
く
の
人
が
来

店
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

併
設
さ
れ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
、
地
元
の
ア
ナ
ゴ
天

丼
や
三
瓶
そ
ば
も
提
供
さ
れ

て
お
り
、
順
番
待
ち
の
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

道の駅「ごいせ仁摩」遠景

多くの人が訪れていました 物販コーナー

地
域
の
農
畜
産
物
を
出
荷

● 

道
の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

3
TOPICS

お気軽にお問い合わせください。
JAのお問い合わせは　JA金融課まで　☎0854-82-3610

老後の備えは
国民年金
＋

農業者年金！
払った保険料は

全額社会保険料控除
の対象！

※農業者年金の加入には、
「国民年金第１号被保険者であること」「年間60日以上農業に従事していること」
「60才未満であること」の３つの要件を満たしている必要があります。
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はJAヘ！

運用益は非課税！

農業経営の状況に応じて

保険料を増額し、
節税額をアップ！検索詳しくは…

https://www.nounen.go.jp

農業者年金基金
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JA石見銀山地区本部では、島根県、大田市と協力して全国に新規就農情報を発信しています。

大田市 で  新規就農募集中！

島根県が主催する「ご縁の国しまね」就農相談ミニツアーが開催され、大田市への移住・就農を検討
している３名の参加者が訪れました。
このツアーは、県と市、JA石見銀山地区本部が協力して募集しているアスパラガスの新規就農に対

して、２泊３日の日程で島根県農業経営課が企画しました。
参加者は、産地概要や研修、事業等の説明を受けた後、研修先の一つとなる県立農林大学校を見学。

また、既に新規就農し、アスパラガスを出荷している石見銀山アスパラガス生産組合の堀寛史さんのハ
ウスを訪れ、黄化した親株の刈り取り等、実際の農業を体験した後、同組合員の複数のハウスの施設見
学を行いました。
自営就農までの事業支援や候補となる農地、実際の居住地の説明に対しては、具体的な内容の質問が

多くあり、ツアーの事務局では、就農意欲が感じられる参加者の産地研修の計画を調整し、次のステッ
プに進む予定です。

（公財）しまね農業振興公社が開催したオンライン産地ツアーで、
大田市の畜産が紹介されました。
このツアーは、コロナ禍の中、島根の農業に興味がある参加者に、

現場の様子や就農者の生の声を届けるオンライン就農体感ツアーで、
JA石見銀山地区本部に特設会場を設けて、全国から申し込みのあっ
た16名に配信されました。
大田市の渡邊孝職員が同市の概況や新規就農に係る制度の説明を行

い、同地区本部畜産課の山﨑眞男課長が初期投資の少ない畜産の繁殖
経営を主に説明しました。また、温泉津町和牛改良組合の厚

ほう
朴
のき
邦広副

組合長が畜産経営の特徴や自身の経営規模、やりがい等を説明しまし
た。
後半は、二元配信元となる温泉津町の松本陽一さんの牛舎に画面が

切り替わり、Iターン新規就農までの経過や大田市を選んだ理由、牛
舎内の様子を現場から説明。また、後継者として畜産を経営する吉田
淳一さんも現在の状況を説明しました。
参加者からは、労働環境、牛舎の状況、飼料自給率、就農支援等多岐にわたる項目の質問がありました。
主催者は、実際に現地を訪れる就農相談ミニツアーの募集を行っており、今後は具体的な就農プラン

を進めていく予定です。

1/7〜9「就農相談ミニツアーin大田市」

1/16「しまねオンライン産地ツアー」

概要や研修等の説明 県立農林大学校見学 ハウスにて農業体験

牛舎から配信

同地区本部スタジオ
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ハウスで育て方を学ぶ

温泉津小学校児童がレタスの収穫出荷の農業体験

選果場のレタス

収穫体験

レタス葉を整える

包装機に投入

和牛に外葉を給餌
質問タイム

レタスを箱詰め

温泉津町施設園芸組合は、温泉津小学校児童の『総合的な学習の時間』における農業の体験学習を受け入
れました。
１月17日、地元の産業の中から農業の職場体験を選択した６年生児童４名が、ゆのつレタスの出荷作業
を行っている同町の選果場を訪れました。JA職員から出荷の手順の説明を受けた後、レタスを手に取り葉
を整えて包装機に入れてボタン操作。きれいに包装されたレタスのサイズ別箱詰め作業を行いました。
続いて、同組合の厚

ほう
朴
のき
邦広組合長のハウスを訪れて、夏場はメロン栽培にも利用すること、作物の切り

替え時に閉め切って50℃の高温で土を消毒すること、播種時が重要なレタスの育て方等を学びました。手
作業でのレタスの収穫体験では、葉を整える際に落とした外葉を牛舎の和牛に与える農畜連携の体験もし
ました。
最後は、レタスのスープを試食しながら、厚朴組合長の農業経営について質問タイム。農業を職業とし
たきっかけや、やりがい、工夫したこと、失敗体験など質問しました。厚朴組合長は、自らの失敗がその
後の農業経営に活かされた体験談を例に「若いうちにチャレンジして、たくさん失敗してください。それ
が皆さんの肥料になります」とアドバイスしました。
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まずはお気軽にお問い合わせください。
お問い合わせは　JA生活典礼課まで　☎0854-84-9071
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石見銀山地区本部管内 １月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

１月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

▶
今
年
も
良
質
な
牛
が
生
産
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

高
田
　
駿 

さ
ん
（
左
）

　
　
　
拓 

さ
ん
（
右
）

令
和
４
年
１
月
19
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 19 1,046,100 271,700 681,016 -6,031 -9,051 273 280
中央 102 1,185,800 271,700 695,157 -1,847 -24,411 278 283
県 182 1,185,800 225,500 649,218 -47,786 -34,451 278 283

ヌキ
管内 20 941,600 531,300 785,895 3,495 5,940 301 267
中央 133 1,128,600 436,700 799,245 -4,019 -29,032 300 276
県 217 1,128,600 436,700 793,936 -9,328 -31,228 301 277

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 333 276 秋忠平 安福久 勝忠平 平茂勝

2 長久 岩崎智佐子 324 262 秋忠平 芳之国 美津百合 安福久

3 志学 高田　雅晴 348 281 紀多福 勝忠平 安福久 百合茂

4 静間 川上　　隆 292 264 紀多福 隆之国 安福久 勝忠平

5 多根 三登　芳己 319 259 紀多福 勝忠平 平茂勝 神高福

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 332 288 諒太郎 幸紀雄 安福久 第1花国

2 山口 大国　裕紀 277 249 安亀忠 安福久 百合茂 安平

3 多根 三登　芳己 338 262 紀多福 諒太郎 安重福 平金勝

4 富山 神谷　光夫 305 259 美津照重 福平高 平糸勝 茂重桜

5 井田 岩倉　勝政 305 291 茂晴花 諒太郎 第7福桜 賢深

みんなの直売市情報

店長の独り言店長の独り言 　令和４年１月１日から、JAグリーンおおだの店長に着任いたしました和田
謙一郎です。
　不慣れなため、産直会員の皆様にご迷惑をおかけしますが、一日も早くお役
に立てるよう努力いたしますので、変わらずご理解・ご協力をお願いいたします。
　新型コロナウイルス感染症の終息が未だに見えない中、生産者、職員をはじ
め感染拡大予防策を講じております。皆様のご来店をお待ちしております。

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課
※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

１月30日現在

１月の売上ベスト10 （数量ベース、苗物・海産物除く）

白ネギ・いちご・干し柿・ほうれ
ん草・菊・ブロッコリー・さつま芋・
しびき・キャベツ・箱寿司

ブロッコリー・白ネギ・ばら寿司・
キャベツ・里芋・生椎茸（原木）・
白菜・大根・レタス・セリ

18,340点

1,667点

JAグリーン
おおだ

すいせんの
里

３月の特売日
JAグリーンおおだ
すいせんの里

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月 ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）

創業祭
JAグリーンおおだ
すいせんの里

3月18㊎日 19㊏日・ 3月4㊎日 5㊏日・
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

■
寒
く
な
っ
て
か
ら
の
白
ネ
ギ
、
美
味
し
い
で
す

よ
ね
。
焼
い
て
、
か
つ
お
節
と
醤
油
を
少
し
垂
ら

し
て
食
べ
る
の
が
一
番
美
味
し
い
。 

（
Ｔ
さ
ん
）

■
如き

さ

月ら
ぎ

、
２
月
で
す
ね
。
和
風
月
名
と
か
は
、
１

月
か
ら
12
月
ま
で
ス
ラ
ス
ラ
と
言
え
て
い
た
の
に
、

な
ん
だ
か
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
驚
！

 

（
Ｈ
さ
ん
）

■
寒
い
日
な
の
に
、
昨
秋
に
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
土
の
中
か
ら
少
し
頭
を
出
し
ま
し
た
。
私
も

強
く
な
り
た
い
！ 

（
Ｈ
さ
ん
）

■
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
孫
た

ち
。
広
さ
と
自
然
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
、
珍
し
い

雪
の
中
、
か
ま
く
ら
、
雪
だ
る
ま
ｅ
ｔ
ｃ
…
。
盛

り
だ
く
さ
ん
の
遊
び
に
昼
寝
も
せ
ず
。 （
Ｔ
さ
ん
）

■
早
朝
、
外
に
出
て
ビ
ッ
ク
リ
！
田
ん
ぼ
の
中
に

黒
い
固
ま
り
が
。
な
ん
と
、
猿
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
数
40
〜
50
匹
。
初
め
て
見
ま
し
た
。
急

い
で
夫
に
畑
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
で

に
遅
し
。
聖
護
院
・
白
菜
が
や
ら
れ
ま
し
た
。
一

日
早
く
収
穫
し
て
い
た
の
は
、
産
直
に
出
荷
し
て

い
た
の
で
安
堵
し
て
い
た
の
に
。 

（
Ｏ
さ
ん
）

■
島
根
に
来
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
葉
物
野

菜
の
美
味
し
い
こ
と
で
す
。
今
年
の
正
月
は
、
雑

煮
。
真
空
パ
ッ
ク
と
は
全
然
伸
び
が
違
い
ま
し
た
。

 

（
Ｋ
さ
ん
）

■
１
月
は
行
く
、
２
月
は
逃
げ
る
、
３
月
は
去
る
。

年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
カ
レ
ン
ダ
ー
が

１
枚
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が

続
き
ま
す
が
、
庭
の
草
木
は
着
実
に
新
し
い
芽
を

少
し
ず
つ
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
春
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。 

（
Ｈ
さ
ん
）

■「
島
根
の
お
雑
煮
」を
テ
レ
ビ
で
観
て
い
ま
し

た
。
同
じ
島
根
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
大
田
の
お

雑
煮
は
一
番
カ
ラ
フ
ル
で
す
ね
。
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

お
お
だ
に
買
い
物
に
行
っ
た
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

（
Ｆ
さ
ん
）

■
出
雲
市
神
西
沖
町
か
ら
嫁
い
で
き
ま
し
た
。「
出

雲
神
在
ね
ぎ
」の
記
事
は
と
て
も
懐
か
し
く
、
楽

し
み
な
が
ら
拝
見
し
ま
し
た
。
今
度
、
買
っ
て
み

ま
す
。 

（
Ｆ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
に
糀こ

う
じ

が
並
び
だ
す
と
、

私
の
甘
酒
作
り
が
始
ま
り
ま
す
。
何
度
も
買
っ
て
、

美
味
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
手
作
り
が
一
番

で
す
。 

（
Ａ
さ
ん
）

■「
み
ど
り
を
ま
も
る
小
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
松
尾
さ
ん
の
文
章（
小
学
生
で
酪
農
を
体
験
し
、

便
利
な
機
械
化
と
牛
の
気
持
ち
が
分
か
る
手
作
業
、

牛
飼
い
の
将
来
を
考
え
た
）に
は
、
思
わ
ず
拍
手

を
送
り
、
感
動
の
涙
が
出
ま
し
た
。 

（
Ｓ
さ
ん
）

琴ヶ浜

（
Ｍ
さ
ん
）

（
Ｉ
さ
ん
）
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伝
承
料
理
研
究
家
●
奥
村
彪
生

お
米
と
日
本
人

かつて温泉津町福光にありましたJAの旧福光支所は、縫製工場や商店として貸し出された後、JA石見銀山時
代には管理施設となっていました。
平成24年４月、春の強風により甚大な被害を受けた建物は、当時、その役目も終えており、築半世紀を経過
して老朽化が進んでいたことから、解体することになりました。
早速、内部の調査です。正面入口から入ると、左右に一直線の通路があり、その通路に沿って入口のある３区
画の事務所の形が、通常のJA支所と異なることに気が付きました。一番東側の事務所に入り、奥に伏せてあっ
た板を立ててみると、それは２枚の看板でした。１枚は「福光村役場」、もう１枚は「温泉津町福波支所」と墨
で書かれています。この建物は、当時の農協と村役場の共同事務所として使用され、町村合併後やJA合併後も
共同の事務所として使われていたことを示していることになります。１区画が役場事務所、
２区画が金融と経済のJA支所であったようです。
その後、建物
は解体され土地
は売却されまし
たが、当時の歴
史を留める看板
に想いを馳せる
出来事でした。

「旧福光支所　〜時代を先取りした共同事務所〜」
JA施設
エピソード

旧福光支所外観 内部のJA事務所区域 残されていた看板

お
に
ぎ
り
は
日
本
の
ソ
ウ
ル（
魂
）フ
ー
ド

　
水
害
や
火
事
、
地
震
な
ど
の
被
災
者
へ

の
救
援
食
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
、
お

に
ぎ
り
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
遠
足
の

弁
当
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
私
が
子
ど
も
の
頃
の
弁
当
は
父
の
手
作

り
。
自
家
製
の
タ
カ
ナ
の
古
漬
け
の
葉
で

包
ん
だ
、
両
手
で
抱
え
て
持
つ
三
角
形
の

「
目
張
り
飯
」で
し
た
。
口
も
目
も
大
き

く
開
い
て
頬
張
る
の
で
す
。

　
に
ぎ
り
飯
は
別
名「
お
む
す
び
」と
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
宮
中
の
女
官
た
ち
の

女
房
言
葉
で
す
。

　
こ
の
に
ぎ
り
飯
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
食
べ

ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
奈
良
時
代
に

編
さ
ん
さ
れ
た
各
地
の
特
産
品
や
風
俗
風

習
を
書
い
た『
常
陸
国
風
土
記
』の
筑
波

郡
の
部
に「
握
飯
筑
波
の
国
」と
出
て
き

ま
す
。「
春
の
花
咲
く
頃
と
秋
の
黄
葉（
も

み
じ
）の
頃
、
老
若
男
女
が
食
べ
物
や
飲

み
物
を
携
え
て
筑
波
山
に
登
り
」う
た
げ

を
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
平
安
時
代
に
な
る
と
宮
中
で
も
用
い
ら

れ
、

食（
と
じ
き
：『
源
氏
物
語
』
）と

呼
ば
れ
、
ま
た
の
名
を
鳥
の
子（
鶏
卵
）

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
カ
シ

や
ホ
ウ
の
葉
で
包
み
、
裹
飯（
つ
つ
み
い

い
）と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
元
禄
の
こ
ろ
に
な
る
と
炭
火

で
焼
い
て
焼
き
飯
と
呼
び
、
花
見
や
紅
葉

狩
り
の
弁
当
に
添
え
ら
れ
、
や
が
て
幕
末

に
は
焼
き
飯
、
卵
焼
き
や
煮
し
め
な
ど
を

折
り
箱
に
詰
め
た
幕
の
内
弁
当
が
登
場
し

ま
す
。
飯
を
焼
く
こ
と
で
味
や
香
り
が
良

く
な
り
ま
す
が
、
殺
菌
が
目
的
。

　
に
ぎ
り
飯
は
地
方
に
よ
っ
て
形
は
異
な

り
ま
す
が
、
東
北
は
円
盤
形
、
関
東
は
三

角
形
、
大
阪
は
俵
形
、
九
州
は
ボ
ー
ル
形

で
す
。

　
握
る
と
き
、
炊
き
た
て
の
飯
を
逆
手
に

の
せ
、
利
き
手
で
押
し
、
呼
吸
に
合
わ
せ

な
が
ら
軽
く
放
り
上
げ
て
押
す
動
作
を
繰

り
返
し
て
成
形
。
そ
の
リ
ズ
ム
こ
そ
心
臓

の
鼓
動
の
響
き
。
作
り
手
の
魂
が
こ
も
っ

た
自
家
製
の
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ー
ド
の
お
に

ぎ
り
は
無
償
の
行
為
で
作
る
尊
い
味
。

年金無料相談 ３月の年金無料相談は、お休みさせていただきます。
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